
私
た
ち
船
橋
市
立
船
橋
高
等
学
校
の

陸
上
競
技
短
距
離
部
は
、
歴
史
と
伝
統

の
あ
る
部
活
で
す
。
創
部
し
て
か
ら

数
々
の
全
国
大
会
優
勝
者
や
入
賞
者
を

選
出
し
卒
業
生
に
は
実
業
団
で
活
躍
す

る
人
も
多
く
、
日
本
代
表
選
手
な
ど
も

輩
出
し
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
部
員
四

十
四
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
目
標
と
し
て
い
る
も
の

は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
な
ど
で
の
個
人
種

目
優
勝
や
、
リ
レ
ー
種
目
優
勝
で
す
が

そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
船
に

は
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
あ
り
ま
す
。

「
疾
風
王
道
」
と
「
王
道
継
承
」
で

す
。
平
成
三
年
に
「
疾
風
先
勝
」
の
標

語
を
創
案
し
実
績
を
上
げ
、「
疾
風
見

参
」
に
育
ち
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
「
疾

風
王
道
」に
発
展
し
、一
昨
年
か
ら「
王

道
継
承
」
が
次
の
新
し
い
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
な
り
、
大
会
で
は
「
疾
風
王
道
」
と

「
王
道
継
承
」
の
両
方
の
横
断
幕
を
掲

げ
て
一
生
懸
命
戦
っ
て
き
ま
し
た
。
自

分
た
ち
の
代
で
作
り
上
げ
て
き
た
王
道

を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
と
い
う
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
通
り
、
自
分
た
ち
の

王
道
を
作
り
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
去
年
か
ら
約
半
年
、
大
き

な
舞
台
で
活
躍
す
る
た
め
に
辛
く
苦
し

い
練
習
も
仲
間
と
共
に
乗
り
越
え
て
き

ま
し
た
。
自
分
た
ち
で
し
か
作
れ
な
い

練
習
の
質
や
雰
囲
気
を
生
み
出
す
こ
と

で
、
自
分
た
ち
な
り
の
チ
ー
ム
市
船
を

作
り
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ

の
成
果
も
あ
り
、
今
年
は
男
女
共
に
4

×
1
0
0
Ｍ
Ｒ
と
4
×
4
0
0
Ｍ
Ｒ
で

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
個
人
種
目
で
も
入
賞
者
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
自
分
は
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
・
国
体
・
Ｕ
20
日
本
選
手
権

に
お
い
て
全
国
三
冠
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
代
表
と
な
り
日

韓
中
ジ
ュ
ニ
ア
交
流
会
に
も
参
加
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
成
績
を
残
せ
た
の
は
、

決
し
て
自
分
だ
け
で
な
く
共
に
戦
っ
て

き
た
仲
間
や
、
顧
問
の
先
生
の
ご
指
導

や
後
援
会
の
皆
様
か
ら
の
差
し
入
れ
や

サ
ポ
ー
ト
、
そ
の
他
多
く
の
方
々
の
支

え
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
日
頃
か
ら
感

謝
と
礼
儀
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
も

市
立
船
橋
高
校
の「
疾
風
王
道
」「
王
道

継
承
」
を
も
っ
と
全
国
に
名
を
轟
か
せ

る
よ
う
に
日
々
努
力
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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｢疾
風
王
道
・
王
道
継
承
」

船
橋
市
立
船
橋
高
等
学
校

陸
上
競
技
短
距
離
部

小

林

歩

未

第80号
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☎043(255)0687

高校生の声高校生の声♪
♪

今を今を

く

今を

く
私
達
、
千
葉
県
立
国
府
台
高
等
学
校
書
道

部
は
、
普
段
は
公
募
展
な
ど
の
作
品
制
作
を

中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
部
員
の
中
に
は

高
校
か
ら
書
道
を
始
め
た
人
も
多
い
で
す

が
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
で
、
技
術

の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
展
覧
会

の
見
学
や
講
習
会
へ
の
参
加
、
春
・
夏
・
冬

に
は
合
宿
練
成
会
も
行
い
、
表
現
力
を
高
め

て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
昨
年
度
は
第
二
十
三
回
全
日

本
高
等
学
校
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
で
全
国
一
と

な
る
最
優
秀
校
に
選
ば
れ
、
今
年
度
は
第
九

回
全
国
青
少
年
書
き
初
め
大
会
で
全
国
優
勝

と
な
る
文
部
科

学
大
臣
賞
を
頂

き
ま
し
た
。
ま

た
個
人
で
も
、

全
国
高
等
学
校

総
合
文
化
祭
に

六
年
連
続
で
千

葉
県
代
表
に
選

ば
れ
、
来
年
度

の
夏
に
行
わ
れ

る
佐
賀
大
会
へ

出
場
し
ま
す
。

そ
の
他
の
活

動
と
し
て
、
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
行
っ

て
い
ま
す
。
文
化
祭
で
は
吹
奏
楽
部
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
り
、
大
変
盛
り
上
が

り
ま
す
。
時
間
を
か
け
て
作
り
上
げ
た
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
成
功
さ
せ
た
と
き
は
、
何

物
に
も
代
え
が
た
い
達
成
感
が
あ
り
ま
す
。

最
近
で
は
、
大
学
祭
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
や
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
発
表
会
な
ど
で
も
披
露
し
ま

し
た
。
ま
た
、
近
隣
の
小
学
校
へ
の
書
き
初

め
指
導
、
夏
祭
り
の
揮
毫
担
当
な
ど
、
地
域

交
流
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

書
道
は
基
本
的
に
個
人
で
行
う
も
の
で
す

が
、
団
体
で
な
い
と
成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
こ

と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

個
々
の
技
術
を
磨
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
人
間
的
に
も
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。
一
人
一
人
が
書
道
部
の

一
員
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
持
ち
、
周
囲
へ

の
気
遣
い
や
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
全

員
が
同
じ
方
向
を
向
い
て
進
ん
で
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。
日
々
の
活
動
が
で
き
る
の

も
、
家
族
や
顧
問
の
先
生
、
周
り
の
方
の
支

え
の
お
か
げ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
感
謝
の
気

持
ち
を
大
切
に
し
、
先
輩
方
が
築
き
上
げ
た

伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
後
輩
達
に
繋
げ
て
い
け

る
よ
う
、
練
習
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

感

謝

の

心

千
葉
県
立
国
府
台
高
等
学
校
書
道
部

杉

本

真

由

高文連紹介

高体連紹介



平
皮
三
十
年
十
一
月
十
四
日
(水
）

千
葉
県
教
育
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
、
第

五
十
四
回
千
葉
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
研

究
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
千
葉
県

教
育
委
員
会
教
育
長
澤
川
和
宏
様
を
は

じ
め
と
す
る
御
来
賓
の
方
々
、
お
忙
し

い
中
、
御
臨
席
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
県
内
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
員
二
百
九
十
一
名
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

講
演
は「
笑
下
村
塾
」（
し
ょ
う
か
そ

ん
じ
ゅ
く
）様
、講
師
は
森
枝
天
平
様
、

聞
き
手
と
し
て
お
笑
い
芸
人
エ
ル
シ
ャ

ラ
カ
ー
ニ
様
、
演
題
は
「
自
分
の
夢
の

見
つ
け
方
」
に
つ
い
て
お
話
し
頂
き
ま

し
た
。「
自
分
の
夢
の
見
つ
け
方
」
と

は
、自
分
の
一
生
を
グ
ラ
フ
化
し
た「
人

生
曲
線
」
を
作
成
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
経
て
、
自
分
の
力
の
源
か
ら
探
り

自
己
実
現
ま
で
ど
う
結
び
つ
け
る
か
。

お
笑
い
芸
人
エ
ル
シ
ャ
ラ
カ
ー
ニ
様
の

人
生
曲
線
が
波
乱
万
丈
で
、「
さ
す
が

お
笑
い
芸
人
さ
ん
！
」
と
思
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
も
諦
め
ず
突
き
進
む
姿
勢

が
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
会
場

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
も
参
加
し
楽
し

い
講
演
で
し
た
。

午
後
は
、
発
表
校
四
校
の
代
表
者
の

皆
様
か
ら
、
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
研

究
内
容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
発
表
の
仕

方
も
ユ
ニ
ー
ク
で
素
晴
ら
し
い
発
表
で

し
た
。
様
々
な
質
問
も
あ
り
、
皆
様
方

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
お
い
て
も
参
考
に
な

る
発
表
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
発
表
校
の
皆
様
、
準
備
か
ら
発

表
ま
で
大
変
な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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高
校
教
育
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
つ
い
て

千
葉
県
立
姉
崎
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

坪

井

秀

樹

本
校
は
、
昭
和
五
十
三
年
に
全
日
制

普
通
科
高
校
と
し
て
創
立
さ
れ
、
現
在

は
各
学
年
四
学
級
で
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。「
き
め
細
や
か
な
学
習
指
導
」
と

「
い
つ
で
も
面
接
に
行
け
る
姉
高
生
」

を
モ
ッ
ト
ー
と
し
た
生
徒
指
導
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
更
に
、
平
成
三
十
二

年
度
、
本
校
普
通
科
に
工
業
系
の
「
も

の
づ
く
り
コ
ー
ス
」
が
、
設
置
さ
れ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
、
学
校
と
協
力
し
て
活
動

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
保
護
者
同
士

の
・
保
護
者
と
学
校
の
・
そ
し
て
保
護

者
と
子
ど
も
た
ち
と
の
絆
を
深
め
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
こ
と
こ

そ
、
高
校
教
育
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
⑴
卒
業
式
・
入
学
式

書
道
部
コ
ラ
ボ
企
画

⑵
研
修
視
察

⑶
校
外
指
導

⑷
銀
杏
館
（
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
・
合
宿
所
）
の
清
掃

⑸
通
学

路
清
掃

⑹
姉
高
祭
体
育
の
部
・
文
化

の
部
の
協
力
・
参
加
等
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
高
校
教
育
の
理
解
を

深
め
る
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

本
校
は
全
日
制
普
通
科
高
校
で
、
各

学
年
九
ク
ラ
ス
全
体
で
二
十
七
ク
ラ
ス

の
大
規
模
校
で
す
。
創
立
は
、
昭
和
五

十
三
年
四
月
。
昨
年
四
十
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
何
事
に
も
精
一
杯
取
組
み
、

さ
わ
や
か
な
挨
拶
の
出
来
る
誠
実
な
生

徒
が
多
い
の
が
誇
り
で
す
。

六
実
高
等
学
校
保
護
者
会
で
は
、
進

路
説
明
会
、
進
路
相
談
会
、
大
学
見
学

会
な
ど
各
学
年
で
保
護
者
の
進
路
に
対

す
る
意
識
の
向
上
や
進
路
に
向
け
た
取

組
み
の
架
橋
と
な
る
事
を
目
的
と
し

た
、
学
年
活
動
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
進
路
に
関
わ
る
中
で
「
家
庭

で
の
学
習
時
間
が
短
い
」「
進
路
に
つ

い
て
の
会
話
が
あ
ま
り
な
い
」「
子
ど

も
と
一
緒
に
進
路
に
つ
い
て
考
え
た

い
」
と
思
う
保
護
者
や
「
受
験
シ
ス
テ

ム
が
複
雑
化
す
る
中
で
具
体
的
な
情
報

が
無
く
、
子
ど
も
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る

の
が
難
し
い
」
と
感
じ
て
い
る
保
護
者

の
方
が
多
い
の
も
現
実
で
す
。
保
護
者

会
で
は
、
学
校
と
の
連
携
を
密
に
最
新

の
進
路
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、
親
と

子
が
一
緒
に
な
っ
て
進
路
実
現
に
向
け

考
え
る
事
が
出
来
る
よ
う
な
活
動
を
継

続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

発表
1

進
路
指
導
の
援
助
を
推
進
す
る
た
め
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
つ
い
て

千
葉
県
立
松
戸
六
実
高
等
学
校
保
護
者
会
会
長

渋

谷

千

晴

発表
2

県
高
Ｐ
研
究
集
会
報
告西

本

達

也

県
高
Ｐ
連
副
会
長

西

本

達

也

（
千
葉
県
立
大
網
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）



ち ば 高 Ｐ 連 だ よ り(3) 第80号 平成 31 年 2 月 22 日

平
成
三
十
年
十
月

三
十
一
日
に
、
船
橋

市
勤
労
市
民
セ
ン

タ
ー
に
て
、
平
成
三

十
年
度
船
橋
地
区
研

究
集
会
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
、

日
本
ペ
ッ
プ
ト
―
ク

普
及
協
会
専
務
理

事
・
浦
上
大
輔
氏
を

講
師
と
し
て
お
迎
え

し
、「
勇
気
・
元
気
・

活
気
を
引
き
出
す
言

葉
の
力
Ｐ
Ｅ
Ｐ
Ｔ
Ａ

Ｌ
Ｋ
」
の
演
題
で
講

演
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
と
は
、
人
を
励
ま
す

言
葉
か
け
で
す
。
応
援
す
る
と
い
う
事

は
簡
単
な
よ
う
で
難
し
い
の
で
す
。
励

ま
し
た
つ
も
り
が
落
ち
込
ま
せ
た
り
。

し
か
し
、
こ
の
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
の
技
術

を
使
え
ば
、
自
信
と
力
を
与
え
る
事
が

可
能
に
な
る
の
で
す
。
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク

の
言
葉
掛
け
に
は
順
番
が
あ
り
ま
す
。

最
初
に
事
実
の
受
け
入
れ
を
す
る
「
需

要
」
の
言
葉
。
第
二
に
と
ら
え
か
た
の

返
還
を
す
る
「
承
認
」
の
言
葉
。
こ
こ

ま
で
に
自
信
を
つ
け
さ
せ
ま
す
。
第
三

に
、
し
て
欲
し
い
「
行
動
」
を
示
唆
し
、

第
四
に
背
中
の
一
押
し
の
「
激
励
」
の

言
葉
で
気
持
ち
よ
く
送
り
出
す
の
で
す
。

そ
し
て
一
番
大
事
な
の
は
、
応
援
す
る

為
に
は
自
分
が
元
気
で
あ
る
と
い
う
こ

と
。
自
分
の
応
援
を
す
る
こ
と
も
重
要

な
の
で
す
。
言
葉
一
つ
で
自
分
も
周
り

も
元
気
に
で
き
る
力
。
こ
れ
が
ペ
ッ
プ

ト
ー
ク
な
の
だ
と
、
講
演
の
最
後
に
は

応
援
さ
れ
て
背
中
を
押
さ
れ
た
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
自
分
自
身
や

家
族
が
、
様
々
な
人
生
の
岐
路
に
立
っ

た
時
、
こ
の
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
で
応
援
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

次
に
六
校
に
よ
る
、
船
橋
地
区
Ｐ
Ｔ

Ａ
保
護
者
会
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

各
学
校
の
特
色
を
楽
し
く
拝
聴
し
、
又

役
員
決
め
の
難
し
さ
を
共
有
し
な
が
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
工
夫
も
参
考
に
な
り
ま
し

た
。
最
後
に
事
務
局
長
か
ら
、
こ
れ
か

ら
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
父
母
と
教
師
と
地
域

の
連
携
が
必
要
に
な
る
為
、
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ

と
い
う
考
え
方
に
変
化
し
て
い
く
必
要

大
谷
岩
男
前
県
連
会
長

大
谷
岩
男
前
県
連
会
長

地区別
研究集会
報告

千葉県立船橋二和高等学校ＰＴＡ会長
栗 島 寿 恵

船橋地区研究集会報告

去
る
、
平
成
三
十
年
十
一
月
一
日

（
木
）
に
ホ
テ
ル
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ち
ば

に
て
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
頃
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
功
績
が
顕
著
で
あ
り
、
永

年
に
わ
た
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
し
て
精

励
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
に
尽
力
さ

れ
た
方
に
贈
ら

れ
る
大
変
栄
誉

あ
る
賞
で
す
。

高
校
生
の
健
全
育
成
を
進
め
る
た
め
の

地
域
活
動
に
つ
い
て

千
葉
県
立
佐
倉
西
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

徳

永

由
美
子

佐
倉
西
高
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は

多
岐
に
渡
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
よ
り
二

年
次
に
開
設
さ
れ
た
福
祉
コ
ー
ス
の
生
徒

は
「
電
動
車
椅
子
サ
ッ
カ
ー
交
流
大
会
in

ち
ば
」
の
お
手
伝
い
を
始
め
ま
し
た
。

ま
た
、
宿
泊
可
能
な
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

が
あ
る
た
め
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
通

学
合
宿
を
行
っ
て
お
り
、
生
徒
も
放
課
後

に
日
帰
り
で
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

地
域
団
体
と
の
交
流
も
盛
ん
で
す
。
佐

倉
中
央
ラ
イ
オ
ン
ス
ク
ラ
ブ
と
の
通
学
路

の
花
壇
整
備
、
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の

敬
老
会
や
福
祉
ま
つ
り
の
お
手
伝
い
、
地

域
の
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
イ
ベ
ン
ト

に
も
若
者
代
表
と
し
て
参
加
し
て
い
ま

す
。学

校
に
隣
接
し
て
い
る
東
邦
大
学
佐
倉

病
院
で
は
病
室
の
前
に
七
夕
飾
り
、
入
口

に
は
見
上
げ
る
ほ
ど
の
大
き
な
笹
に
飾
り

つ
け
を
し
ま
す
。

高
校
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
地
域
の
担

い
手
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
様
々

な
場
所
で
得
た
出
会
い
を
大
切
に
し
、
大

学
生
や
社
会
人
と
な
っ
て
も
高
校
時
代
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
感
じ
た
「
誰
か
の

役
に
立
つ
こ
と
が
身
近
に
あ
る
」
と
い
う

こ
と
を
忘
れ
ず
に
歩
ん
で
い
っ
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

本
校
は
、
茂
原
農
業
高
等
学
校
と
茂

原
工
業
高
等
学
校
の
統
合
後
今
年
度
で

創
立
十
三
年
目
に
な
り
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
年
間
行
事
で
主
な
も
の
は
、
総
会
、

役
員
会
、
理
事
会
の
ほ
か
、
あ
い
さ
つ

運
動
と
安
全
点
検
、
年
二
回
行
わ
れ
る

Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
。
体
験
入
学
で
手
伝
い
を

す
る
本
校
生
徒
へ
の
昼
食
提
供
。
外
房

線
の
列
車
乗
車
指
導
。
ク
リ
ー
ン
作

戦
。
さ
ら
に
樟
陽
祭
の
模
擬
店
で
は
最

近
出
店
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
主
食
と

な
る
調
理
品
を
販
売
す
る
こ
と
で
貢
献

し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
取
り
組
み
と

し
て
は
、
四
台
あ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
一
台
農

場
へ
移
転
。
エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
つ
い

て
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
。
適
正
な

運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
か
購
買
の
状
況

を
観
察
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
行
事
に
参
加
す
る
こ
と

で
先
生
方
と
一
緒
に
考
え
る
こ
と
も
増

え
学
校
の
教
育
に
対
す
る
理
解
が
深
ま

り
様
々
な
部
分
で
学
校
と
連
携
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た

さ
ら
に
、
自
分
の
子
ど
も
が
先
生
方
か

ら
ど
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
の
か
わ
か

る
時
も
あ
り
家
庭
教
育
を
す
る
上
で
と

て
も
参
考
に
な
り
ま
す
。

発表
3

家
庭
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
つ
い
て

千
葉
県
立
茂
原
樟
陽
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

御

園

茂

発表
4

平
成
三
十
一
年
度

平
成
三
十
一
年
度

主
な
行
事
予
定

主
な
行
事
予
定

●

県
高
Ｐ
連
総
会

六
月
十
日
（
水
）

千
葉
県
教
育
会
館
大
ホ
ー
ル

●

第
六
十
五
回

関
東
地
区
高
Ｐ
連
大
会

埼
玉
大
会

七
月
十
二
日（
金
）〜
十
三
日（
土
）

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

他

●

第
六
十
九
回

全
国
高
Ｐ
連
大
会

京
都
大
会

八
月
二
十
二
日
(木
)〜
二
十
三
日
(金
）

み
や
こ
メ
ッ
セ

他

●

第
五
十
四
回

県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
集
会

十
一
月
二
十
二
日
（
金
）

千
葉
県
教
育
会
館
大
ホ
ー
ル

平
成
三
十
年
度

千
葉
県
教
育
功
労
者
表
彰
受
賞

が
あ
る
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
、
形
を
変
え
発
展
し
て
い
く
Ｐ
Ｔ

Ｃ
Ａ
活
動
が
報
告
さ
れ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
期
待
を
持
て
る
よ
う
な
、
大

変
有
意
義
な
研
究
集
会
で
し
た
。

五
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本
校
は
、
今
年
で
創
立
四
十
四
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
成
田
山
や
成
田
国
際

空
港
が
あ
る
成
田
市
の
Ｊ
Ｒ
・
京
成
成

田
駅
か
ら
徒
歩
十
五
分
の
好
立
地
に
位

置
し
ま
す
。

本
校
の
生
徒
は
、
印
旛
地
区
内
外
の

広
い
地
域
か
ら
登
校
し
て
い
ま
す
。

様
々
な
行
事
や
活
動
が
盛
ん
な
本
校
で

は
、
成
田
祇
園
祭
に
お
け
る
山
車
引
き

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
地
域
に
根
ざ
し
た

活
動
に
、
生
徒
た
ち
が
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
保
護
者
の
方
に
も
本
校
の
教

育
活
動
に
献
身
的
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
。
市
内
で
の
下
校
指
導
や
、
電
車
に

同
乗
し
て
の
指
導
に
も
職
員
と
と
も
に

参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
生
活
指
導
委
員
会
の
独
自

の
行
動
と
し
て
、
本
校
文
化
祭
で
の
、

バ
ザ
ー
。
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
の
生
徒
へ

の
応
援
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

の
配
布
・
豚
汁
作
り
な
ど
生
徒
と
の
交

流
を
生
徒
指
導
の
一
つ
と
し
て
保
護
者

と
教
員
が
協
力
を
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
学
校
・
保
護
者
・
地
域
の
連

携
の
も
と
、
生
徒
に
と
っ
て
安
全
安
心

で
充
実
し
た
高
校
生
活
が
実
現
で
き
る

よ
う
、
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

安
房
地
区
の
列
車
内
指
導
は
、
内
房

線
の
保
田
〜
安
房
鴨
川
間
で
実
施
し
て

い
る
。
本
校
の
生
徒
は
、
近
隣
か
ら
通

学
し
て
く
る
生
徒
が
多
い
た
め
、
自
転

車
通
学
や
徒
歩
通
学
の
割
合
が
多
い
。

そ
の
た
め
、
列
車
通
学
の
生
徒
の
数
が

少
な
い
と
い
う
の
が
本
校
の
特
徴
と

な
っ
て
い
る
。

本
校
が
列
車
内
指
導
を
実
施
し
た
の

は
、
中
間
考
査
一
週
間
前
で
あ
っ
た
た

め
、
ほ
と
ん
ど
の
列
車
通
学
の
生
徒
が

乗
車
し
て
い
た
。
列
車
内
で
は
、
友
達

と
話
を
し
た
り
、
本
を
読
ん
だ
り
し
て

い
て
比
較
的
静
か
に
過
ご
し
て
お
り
、

安
心
し
て
見
守
る
こ
と
が
で
き
た
。

館
山
駅
で
、
下
車
し
た
後
、
学
校
ま

で
歩
い
て
向
か
う
と
き
に
、
何
人
か
の

生
徒
が
、
両
耳
に
イ
ヤ
ホ
ン
を
し
て
い

た
。
こ
の
こ
と
は
、
周
り
の
音
が
聞
こ

え
ず
に
非
常
に
危
険
で
あ
る
こ
と
か
ら

終
了
後
に
行
わ
れ
た
生
徒
指
導
委
員
会

で
、
先
生
方
と
意
見
を
交
換
し
、
事
故

が
起
き
る
前
に
学
校
と
家
庭
が
協
力
し

て
、
通
学
路
指
導
等
で
、
地
道
に
注
意

を
し
て
、
危
険
で
あ
る
こ
と
を
生
徒
に

認
識
さ
せ
改
善
さ
せ
て
行
く
こ
と
で
一

致
し
た
。

一
月
十
六
日
、
千

葉
県
教
育
会
館
に
於

い
て
、
平
成
三
十
年

度
千
葉
県
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。公

益
財
団
法
人
千

葉
県
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
、
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
ち
ば
に
よ
る

「
若
年
者
の
就
労
支

援
」
の
説
明
で
は
、

船
橋
市
に
あ
る
十
五

歳
か
ら
三
九
歳
ま
で

を
対
象
と
し
た
若
者

の
就
職
支
援
施
設
で

個
別
相
談
、適
職
診
断
、各
種
セ
ミ
ナ
ー

等
を
実
施
し
て
い
る
と
知
り
ま
し
た
。

全
国
大
学
生
活
協
同
組
合
連
合
会
か

ら
は
、「
大
学
生
活
協
同
組
合
の
支
援
」

に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
、
入
学
準
備

や
今
後
の
大
学
生
活
に
つ
い
て
、
保
護

者
と
し
て
の
悩
み
が
軽
減
さ
れ
た
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

ス
マ
ホ
・
ケ
ー
タ

イ
安
全
教
室
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

吉

松
明
子
氏
に
よ
る
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

ス
マ
ホ
・
ケ
ー
タ
イ
安
全
教
室
」
の
講

演
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
第

一
位
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

で
あ
り
、
言
葉
の
受
け
取
り
方
の
違
い

で
イ
ジ
メ
に
発
展
す
る
な
ど
、
具
体
例

を
用
い
た
映
像
が
流
さ
れ
ま
し
た
。
文

章
を
も
う
一
度
読
み
直
す
こ
と
の
大
切

さ
、
不
特
定
多
数
の
姿
の
見
え
な
い
人

と
の
や
り
と
り
で
危
険
を
伴
う
可
能
性

を
再
認
識
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、

長
時
間
利
用
や
歩
き
ス
マ
ホ
へ
の
注
意

喚
起
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
は
ま
す
ま
す
便
利
に
な

り
、
子
ど
も
の
将
来
に
必
要
不
可
欠
と

な
る
で
し
ょ
う
。「
使
わ
せ
な
い
」
で

は
な
く
、「
上
手
に
使
っ
て
い
く
」た
め

に
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
活
用
や
ル
ー

ル
作
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
大

人
が
子
ど
も
の
手
本
と
な
る
よ
う
な
付

き
合
い
方
を
し
て
い
く
べ
き
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

列車内一斉列車内一斉
指導報告指導報告
列車内一斉
指導報告

校外巡回
指導報告

印

旛

地

区

千
葉
県
立
成
田
国
際
高
等
学
校
生
徒
指
導
主
事

伊

藤

智

和

安

房

地

区

千
葉
県
立
館
山
総
合
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

安

西

淳

English

Japanese

平
成
三
十
年
度
第
22
回

平
成
三
十
年
度
第
22
回

英
語
・
日
本
語
弁
論
大
会

英
語
・
日
本
語
弁
論
大
会

各
部
門
入
賞
者

各
部
門
入
賞
者

第
一
部
門

英
語
に
よ
る
弁
論

一
位

東
元

真
凜
(暁
星
国
際
高
校
)

｢W
hat
It
T
akes
to
Foster
Globally
M
inded
T
eenagers」

二
位

赤
川

司
雅
(暁
星
国
際
高
校
）

｢A
new
step
for
our
future」

三
位

清
家

亮
太
(白
井
高
校
)

｢First」

第
二
部
門

留
学
生
に
よ
る
弁
論

一
位

王

弘
旭
（
市
立
柏
高
校
）

｢学
び
と
は
な
に
か
〜
松
戸
夜
間
中
学
で
〜
」

二
位

マ
キ
シ
ミ
リ
ア
ン
ク
ー
グ
ラ

（
市
立
銚
子
高
校
）

｢ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
」

三
位

廣
田

理
佳
(生
浜
高
校
）

｢中
国
の
卒
業
式
」

第
三
部
門

日
本
語
に
よ
る
弁
論

一
位

鈴
木

志
得
(東
金
高
校
)

｢今
こ
そ
世
界
と
手
を
取
り
合
っ
て
」

二
位

石
田

怜
美
(敬
愛
学
園
高
校
）

｢ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
か
ら
の
出
発
」

三
位

飯
田

早
咲
(佐
原
白
楊
高
校
）

｢一
つ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
で
与
え
る
た
く
さ
ん
の
夢
」

県高Ｐ連

研修会
報告

県高Ｐ連研修会報告
県高Ｐ連会計 福 岡 由美子

（千葉県立千葉工業高等学校ＰＴＡ会長）
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わが校

自慢

福祉教育の充実
～福祉マインドの育成を通して～

千葉県立松戸向陽高等学校
教 頭 須 賀 健 之

一
つ
目
は
、
県
内
で
本
校
の
み
に
設

置
さ
れ
て
い
る
福
祉
教
養
科
で
す
。
福

祉
教
養
科
は
、
介
護
福
祉
士
の
養
成
を

目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。
卒
業
時
に

は
、
介
護
福
祉
士
の
国
家
試
験
受
験
資

格
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
校
内
・
校
外
で
の
実
習
を
含
め
、

介
護
福
祉
に
つ
い
て
専
門
的
な
内
容
を

中
心
に
学
ん
で
い
ま
す
。
校
内
は
、
施

設
・
設
備
も
充
実
し
て
お
り
、
二
〜
四

人
で
実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

一
年
生
で
九
日
間
、
二
年
生
で
二
十
一

日
間
、
三
年
生
で
三
十
一
〜
三
十
二
日

間
の
校
外
実
習
を
、
各
施
設
の
協
力
の

も
と
行
っ
て
お
り
ま
す
。
国
家
試
験
で

は
、
例
年
九
十
％
近
く
の
合
格
率
を
出

す
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

二
つ
目
と
し
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
、
Ｊ
Ｒ

Ｃ
部
、
絵
本
研
究
部
、
福
祉
教
養
科
委

員
会
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
と

ら
え
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
普
通
科
の
生
徒
に
も
、
福
祉

の
科
目
を
学
ば
せ
る
こ
と
を
通
し
て
、

福
祉
マ
イ
ン
ド
の
育
成
を
図
っ
て
お
り

ま
す
。
部
活
動
に
お
い
て
は
、
福
祉
教

養
科
の
生
徒
だ
け
で
な
く
、
普
通
科
の

生
徒
も
数
多
く
参
加
し
活
動
し
て
い
ま

す
。
生
徒
は
、
積
極
的
に
活
動
し
、
そ

の
活
動
自
体
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
部
で
は
、
北
総
開
発
鉄
道

関
連
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
に
対

し
、
北
総
開
発
鉄
道
よ
り
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。
絵
本
研
究
部
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・ス
ピ
リ
ッ
ト・ア
ワ
ー

ド
に
お
い
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
賞
ほ
か
を
受

賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、福
祉
教
養
科
は
、

特
別
支
援
学
校
と
の
交
流
を
「
高
校
生

の
体
験
発
表
会
」
に
て
発
表
し
、
松
戸

市
商
工
会
議
所
会
頭
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
本
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、

外
部
の
団
体
よ
り
高
く
評
価
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

本
校
は
、
食
品
科
学
科
・
機
械
科
・

電
気
科
・
環
境
化
学
科
の
四
つ
の
科
を

設
置
す
る
実
業
高
校
で
す
。
ま
た
「
将

来
、
良
き
社
会
人
と
な
る
た
め
の
教
養

と
人
間
性
を
高
め
、
職
業
上
必
要
な
基

礎
的
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
さ
せ

る
」
と
い
う
教
育
目
標
を
掲
げ
、
就
職

希
望
内
定
率
は
百
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
地
域
産
業
を
支
え
る
人
材

を
多
く
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
三

十
年
度
に
、
創
立
百
周
年
を
迎
え
た
歴

史
と
伝
統
あ
る
学
校
で
す
。

本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
紹
介
し
ま

す
。
毎
年
、
会
員
か
ら
好
評
を
頂
い
て

い
る
の
は
、
バ
ス
研
修
旅
行
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

講
習
会
で
す
。
中
で
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
講
習
会

は
、
実
業
高
校
の
特
色
で
も
あ
る
「
も

の
づ
く
り
」
を
体
験
で
き
る
と
あ
っ
て

好
評
で
す
。
ガ
ラ
ス
エ
ッ
チ
ン
グ
や
藍

染
め
な
ど
、
参
加
し
た
会
員
も
生
徒
に

戻
っ
た
か
の
様
に
、
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ

せ
な
が
ら
「
も
の
づ
く
り
」
を
楽
し
く

体
験
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て

Ｐ
Ｔ
Ａ
と

し
て
一
番

の
力
の
い

れ
所
「
し

み
ず
祭
」

へ
の
参
加

で
す
。
バ

ザ
ー
や
飲

食
店
な
ど

を
出
店
し

行
事
の
活
性
化
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
全

員
が
協
力
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
中

で
も
、
文
化
部
が
中
心
と
な
っ
て
行
う

飲
食
店
は
大
人
気
で
す
。
焼
き
そ
ば
や

唐
揚
げ
な
ど
、
毎
年
メ
ニ
ュ
ー
を
替
え

て
提
供
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
「
ナ

ポ
リ
タ
ン
う
ど
ん
」
で
し
た
が
大
変
好

評
で
、
し
み
ず
祭
終
了
前
に
完
売
と
な

り
ま
し
た
。

そ
の
他
に
、
年
一
回
の
定
期
総
会
、

学
期
ご
と
に
行
わ
れ
る
専
門
部
会
、
評

議
員
会
な
ど
の
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
創
立
百
周
年
と
い
う
節
目

に
あ
た
り
、
百
年
前
か
ら
続
く
清
水
高

校
の
「
も
の
づ
く
り
魂
」
を
、
私
た
ち

Ｐ
Ｔ
Ａ
も
胸
に
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

清水高校ＰＴＡ活動について
千葉県立清水高等学校ＰＴＡ会長

倉 持 和 代
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こ
ん
に
ち
は
、
白
井
高
校
写
真
部
で
す
。
私
た

ち
は
写
真
を
通
し
て
、
学
校
内
外
の
広
報
活
動
に

拠
点
を
置
き
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
校
舎
内

の
掲
示
板
の
一
部
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
活
用

し
、
生
徒
や
私
自
身
が
撮
っ
た
写
真
を
貼
り
、
通

行
す
る
人
た
ち
に
見
て
楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

元
々
コ
ラ
ボ
展
は
書
道
部
・
写
真
部
の
部
長
が

同
じ
ク
ラ
ス
で
、
彼
女
ら
の
話
し
合
い
の
中
か
ら

出
て
き
た
企
画
で
す
。
一
方
で
、
北
総
鉄
道
に
は

白
井
駅
を
含
め
、
五
つ
の
駅
が
コ
ン
コ
ー
ス
に
掲

示
板
、
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
を
所
有
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
を
有
効
利
用
す
る
た
め
、
埼
玉
県
川
越
市
の

大
正
浪
漫
通
り
、
神
奈
川
県
の
江
ノ
島
海
岸
、
東

京
し
な
が
わ
水
族
館
な
ど
へ
撮
影
旅
行
に
出
か

け
、
私
自
身
、
阪
神
甲
子
園
球
場
甲
子
園
歴
史
館

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
傍
ら
、
京
阪
神
地
方

の
風
景
や
祭
を
随
時
撮
影
し
、
そ
の
デ
ー
タ
を
書

道
部
員
に
見
て
も
ら
い
、
文
字
を
入
れ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

第
一
回
は
白

井
駅
で
掲
示
し

ま
し
た
が
、
文

化
祭
と
は
別
に

コ
ラ
ボ
展
を
実

施
す
る
こ
と
を

考
え
、
十
二
月

に
千
葉
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
中
央
駅

で
行
う
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

ち
な
み
に
白
井

駅
の
掲
示
板
は
地
方
の
サ
ー
ク
ル
等
の
掲
示
で
も

使
わ
れ
、
利
用
率
が
高
く
、
な
か
な
か
借
り
れ
な

い
と
い
う
の
も
現
状
で
す
。

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅
は
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
の
掲
示
板
が
六
枚
、
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
が
三
カ
所

と
規
模
も
多
く
、
コ
ラ
ボ
作
品
だ
け
で
は
展
示
作

品
が
足
り
な
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
部
独
自
の
作
品

を
交
え
な
が
ら
展
示
し
ま
し
た
。

白
黒
写
真
に
文
字
を
入
れ
て
も
ら
っ
た
コ
ラ
ボ

作
品
に
始
ま
り
、
書
道
部
独
自
の
作
品
展
、
写
真

部
独
自
の
作
品
展
と
い
う
構
成
で
、
十
二
月
開
催

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
光
や
灯
り
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
テ
ー
マ
に
展
示
し
ま
し
た
。

北
総
鐵
道
（
白
井
・
新
鎌
ケ
谷
・
千
葉
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
中
央
な
ど
）の
駅
前
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

新
宿
ミ
ナ
ミ
ル
ミ
や
、
稲
毛
灯
り
祭
り
│
夜
灯
、

秩
父
の
夜
祭
り
、
京
都
花
灯
路
、
大
阪
駅
、
そ
し

て
神
戸
ル
ミ
ナ
リ
エ
と
い
っ
た
と
こ
ろ
を
撮
影
し

ま
し
た
。

ま
た
こ
の
年
は
夏
の
高
校
野
球
が
百
回
目
に
あ

た
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
記
念
展
、
最
近
目
覚
ま

し
い
企
業
努
力
を
し
て
い
る
銚
子
電
鉄
展
も
や
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
高
校
野
球
展
に
お
い
て

は
、
出
場
校
の
中
か
ら
愛
知
工
業
大
学
名
電
高
校

を
訪
問
し
、
応
援
に
特
色
の
あ
る
大
阪
桐
蔭
高
校

吹
奏
楽
部
の
演
奏
会
に
も
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

こ
の
展
示
に
関
わ
っ
た
数
々
の
方
々
に
お
礼
を

述
べ
る
と
同
時
に
、
今
後
も
こ
の
企
画
に
さ
ら
な

る
進
化
を
加
え
、
幅
広
い
分
野
に
お
け
る
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

特色ある
生徒の

写
真
部
と
書
道
部
の
コ
ラ
ボ
展

千
葉
県
立
白
井
高
等
学
校
写
真
部

顧
問

沼

山

尚
一
郎

小さな掛金、大きな補償

2018年12月作成　18-T07915

〈引受幹事保険会社〉
東京海上日動火災保険株式会社
担当課 公務第2部 文教公務室

〈共同引受保険会社（2019年4月予定）〉
あいおいニッセイ同和  共栄火災  損保ジャパン日本興亜
大同火災  東京海上日動  日新火災  三井住友海上  AIG損保

TEL 03-3515-4346（平日9：00～17：00）

※事故の日からその日を含めて180日以内の死亡、後遺障害、入院、手術、
通院が対象となります。
※上記に加え、賠償責任保険、突然死葬祭費用保険も付帯されています。

この広告はスポーツ安全保険の概要についてご紹介したものです。ご加入の際には、必ず「スポーツ
安全保険のあらまし」および「重要事項説明書」をよくお読みください。詳細は保険約款および特約
書によりますが、ご不明の点がございましたら（公財）スポーツ安全協会または東京海上日動火災保
険（株）までお問い合わせください。

検索スポーツ安全保険
保険の詳しい内容、資料の請求は、
ホームページをご覧ください。
※インターネットからも加入受付をおこなっております。

加入対象者 補償対象となる団体・グループ活動

子ども

加入区分・掛金

（中学生以下）

全年齢

大人
（高校生
以上）

※特別支援学
校高等部の
生徒を含む 上記団体活動に加え、個人活動も対象

死亡保険金 ： 2,000万円
後遺障害保険金 ： 3,000万円（最高額）
入院保険金 ： 4,000円 /1日
通院保険金 ： 1,500円 /1日（30日限度）

スポーツ活動

スポーツ活動（指導・審判を含む）

危険度の高いスポーツ（指導・審判を含む）

※スポーツ活動中の事故は補償の対象外です。

※A2区分で対象となる活動も補償されます。

※右記年齢の判断は、｢2019年4月1日｣と｢掛金
の支払い手続きを行う日｣のいずれか遅い日の
年齢を基準とします。

文化活動 ボランティア活動 地域活動

文化活動 ボランティア活動 地域活動
準備・片付け・応援・団体員の送迎

年間掛金
（1人当たり）

A1

AW

A2

D

800円

1,450円

1,850円

1,200円

800円

11,000円

C
64歳以下

B
65歳以上

対象となる事故

保険期間
団体・グループ活動中の事故/往復中の事故

2019年4月1日午前0時から
2020年3月31日午後12時まで

補償内容は、加入区分によって異なります。
詳しくは、ホームページなどをご覧ください。

補償内容

加入区分

A1、C、A2区分
の場合

例 傷
害
保
険

 4名以上の団体・
グループで

ご加入ください。

 4名以上の団体・
グループで

ご加入ください。

年間掛金には、制度運営費（10円）が含まれます。

043-254-0075 電話受付時間　午前9時30分～午後5時（土、日、祝日及び年末年始を除く。）

〒263-0011 千葉市稲毛区天台町323
千葉県総合スポーツセンター内千葉県支部


